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会議録が閲覧できます
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

12月定例会予定
11月29日（金） 開会・提案説明
12月 3日（火） 一般質問

4日（水） 一般質問
6日（金） 議案質疑
9日（月） 議案質疑・委員会付託

11日（水） 総務建設常任委員会
13日（金） 文教福祉常任委員会
19日（木） 討論・採決・閉会

※日程は、変更になる場合があります。
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　役場南ひろばのミストポールは、利用する方々に「一時の
清涼感」を得ていただこうとの想いから、議会の提案で設置
することになりました。
　利用者からは、「ミストを浴びて、心も体もリフレッシュ
できます。作ってくれてありがとうございます。」と、喜び
の声をいただきました。

【今月の表紙】

まちかどインタビューまちかどインタビュー
　まちかどインタビューでは、毎号、住民の方から「大口町に期待すること」について、その思い（ま
たは理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議会活動の参考にいたします。

　他の校区の子たちとも、友だちになれるよう
なイベントを、もっとたくさん開いてほしいです。

（大口北小　6・5・4年生のみなさん）

役場南ひろばは、とても綺麗で、ミストもター
タントラックもあり、自慢のできる施設です。
汗をかくので飲み物の自販機が近くにあると、
なおうれしいです。

（白瀬さん　垣田地区）（天野さん　下小口出身）

～大口町に期待することは？～

▲役場南ひろばの
　ミストポール
　（関連記事P.16）

▲役場南ひろばの
　ミストポール
　（関連記事P.16）
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議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

寄付行為の禁止
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値上げ 負けない財政力を堅持
高い自主財源比率（前年比＋5%）を確保

物価高騰に令和5年度 決算令和5年度 決算

厳しい社会情勢の中、

9
月
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
5
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
は
予
算
の

趣
旨
と
目
的
に
従
っ
て
適
正
か
つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ
た
か
、
行
政

効
果
が
発
揮
で
き
た
か
、
今
後
ど
の
よ
う
な
改
善
や
工
夫
が
な
さ
れ

る
べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
検
証
し
ま
し
た
。

蜷歳入…増収（対前年比108%　9億3641万円アップ）
町はこの10年間、安定的な財源確保を目標に、企業誘致を積極的に進めてきた。今後の人口減少による財
源不足を固定資産税によって補う政策効果が表れた結果であるといえる。令和5年度の固定資産税は、34
億6429万円であった（前年比104%）。
蜷財政力指数1.21　財政力を判断する指標でこの指数が1を超えるほど財政に余裕があるとされる。
蜷経常収支比率74.8%　財政構造の弾力性を判断する指標で、高いほど財政が硬直化している。人口1万人以上

の町村の平均は86.9%となっており、本町はかなり低い比率となっているが今後も注視する必要がある。

固定資産税
29%

町民税個人
13%

町民税法人
8%

軽自動車税
1%

町たばこ税
1%

町税
52%

民生費 
30%

総務費 
17%教育費 

14%

土木費 
12%

商工費 
10%

衛生費 
8%

繰越金 5%
繰入金 7%

諸収入等 5%

地方消費税
交付金 6%

県支出金 9%

労働費 1%
農業費 1%
議会費 1%
消防費 3%
公債費 3%

町債 2%各種交付金等 
4%

国庫支出金
10%

歳入歳出

町税内訳

令和5年度 一般会計歳入状況（※1万円以下四捨五入）令和5年度 一般会計歳出状況（※1万円以下四捨五入）

議会はここに注目 ! 安定的に財源を確保する仕組みづくりを評価

蜷町の財政状況は良好だが、物価高騰の社会情勢も相まって、生活の厳しさを感じている方も多い
のではないか。
5年余りに渡る難しい町政運営を迫られたコロナ禍を脱しつつある中、必要なサービスは継続し
つつ、新たに物価高騰による家計への打撃を軽減できるよう、より一層、町民のみなさんに寄り
添った行政サービスを求める。

議会はここに注目 ! 問われる成果 町民の暮らしは良くなったのか？

夢のある政策立案と健全
な財源確保、そして安定
した行政経営を

　決算については、事業別行政
経営計画に基づいて執行され、
決算及び決算書類は法令に準拠
して作成されており、その計数
も証書類と符合し適正であると
認められた。基金運用について
も、市中銀行による金利の好転
が見られる中、高利な県公債を
購入するなど運用益を求める努
力がみられ、証書類とも符合し
適正であると認められた。
　全体貸借対照表を見ると、前
年度との比較では資産の部で
1.1%の伸び、負債の部で1.0%
の悪化、純資産はほぼ横ばいと
いう財務状況にある。
　景気回復が遅れる中、本年も
地方交付税は不交付団体となり、
歴史ある行政経営であることを
示した。

監査委員の意見

議選監査委員

丹羽勉議員
代表監査委員

後藤滋幹氏

町民1人あたりに
使われたお金は

481,518円
でした

町民1人あたりに
使われたお金は

481,518円
でした

前年度に比べ

約45,000円

アップ
（令和6年3月31日現在の

人口で計算）

前年度に比べ

約45,000円

アップ
（令和6年3月31日現在の

人口で計算）

社会福祉、老人・
児童障害福祉、保
育園運営費、生活
保護費など

町政運営全般、基
金積立、コミュニ
ティバスなど

町内学校、生
涯学習施設管
理運営など

商工業・ 
観 光 振 興
など

健診、予防
接種、ごみ
処理など

108%  蛩
2055%  蛩

113%  蛩
106%  蛩

86%  蛬
162%  蛩
102%  蛩
108%  蛩

32%  蛬

63億5792万円
8億1577万円

6億415万円
5億6121万円

12億1313万円
10億3903万円

7億6707万円
4億5375万円

3億円

町税
繰入金
繰越金
諸収入等
国庫支出金
県支出金
地方消費税交付金
各種交付金等
町債

みなさんが納めたお金
一般会計・特別会計・基金間で移動させたお金
前年度から持ち越したお金
使用料及び手数料・寄附金・財産収入など
国から入るお金で使い道が決められているもの
県から入るお金で使い道が決められているもの
県税の地方消費税から交付されるもの
地方譲与税など
道路や建物を造るために国などから借りたお金

合　計

使ったお金（歳出）
民　生　費
総　務　費
教　育　費
土　木　費
商　工　費
衛　生　費
公　債　費
消　防　費
議　会　費
農　業　費
労　働　費

内
訳

自 主
財 源
68%

依 存
財 源
32%

歳入（入ったお金） 前年比

合　　　計 121億1203万円 108%  蛩

34億7628万円
19億5727万円
16億2122万円
14億1595万円
11億5525万円

9億5790万円
4億1665万円
4億1366万円
1億2083万円

9193万円
318万円

116億3012万円

106%  蛩
122%  蛩

75%  蛬
95%  蛬

500%  蛩
104%  蛩
169%  蛩
103%  蛩
100%  蛔

90%  蛬
100%  蛔

前年比

110%  蛩
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問□

答□□

問□答□□問□答□□

問□答□□問□答□□問□答□□

問□答□問□

答□

問□答□

臨時会・定例会で全議案可決臨時会・定例会で全議案可決

・第7回　臨時会　7月29日　1議案

提案された議案は全会一致で可決しました。
議案 第46号

・第8回　定例会　9月2日～9月25日　9議案、1同意、2認定、1報告

質疑
あれこれ

本会議及び総務建設、文教
福祉の各常任委員会での主
な質疑です。

町
税
滞
納
額
に
つ
い
て

悪
質
滞
納
者
や
高
額
滞

納
者
に
対
し
て
50
件
の
差
押

え
が
行
わ
れ
た
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
内
容
は
。

預
貯
金
を
押
さ
え
た
も

の
が
42
件
、
給
料
が
1
件
、

そ
の
他
の
債
権
が
2
件
。
な

お
、
差
押
え
後
に
自
主
返
納

が
あ
り
、
差
押
え
を
解
除
し

た
も
の
が
5
件
。

地
盤
沈
下
観
測
所
に
つ
い
て

地
盤
沈
下
観
測
所
管
理

委
託
金
に
関
し
、
こ
の
観
測

所
は
ど
こ
に
あ
り
、
誰
が
そ

の
観
測
を
し
て
い
る
か
。

観
測
所
は
、
大
口
中
学

校
に
隣
接
す
る
野
球
グ
ラ
ウ

ン
ド
駐
車
場
に
あ
り
、
地
下

1
0
8
メ
ー
ト
ル
と
27
メ
ー

ト
ル
の
2
本
の
井
戸
が
併
設

さ
れ
、
県
の
依
頼
を
受
け
て
、

町
職
員
が
月
に
2
回
の
ペ
ー

ス
で
観
測
を
し
て
い
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
に
つ
い
て

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
委
託

は
、
ど
の
施
設
の
調
査
か
。

河
北
の
学
供
で
あ
り
、

令
和
6
年
度
に
外
壁
改
修
工

事
を
計
画
。
外
壁
に
ア
ス
ベ

ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
た
場
合
、

撤
去
費
用
が
高
額
と
な
る
た

め
、
事
前
調
査
を
行
っ
た
。

懸
垂
幕
設
置
に
つ
い
て

懸
垂
幕
設
置
等
委
託
料

は
何
名
分
作
成
し
た
か
。

大
口
中
学
校
の
生
徒
が

2
人
、
高
校
生
1
人
、
大
学

生
1
人
の
計
4
人
。
そ
の
内

の
1
人
が
2
大
会
で
入
賞
し

た
の
で
、
計
5
本
を
作
成
。

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
つ
い
て

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
に

係
る
経
費
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

よ
り
多
く
の
寄
附
者
の

目
に
触
れ
る
よ
う
に
令
和
4

年
度
か
ら
掲
載
サ
イ
ト
を
増

や
し
た
た
め
歳
出
が
増
加
し

た
が
、
寄
附
金
額
も
倍
近
く

に
増
え
て
お
り
、
そ
の
効
果

は
大
き
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。

町
内
事
業
者
休
業
時
支
援
に
つ
い
て

支
援
基
準
と
支
援
内
容

は
。

町
内
の
事
業
者
が
疾
病

等
の
事
由
に
よ
り
、
事
業
所

ま
た
は
店
舗
を
休
業
す
る
等
、

事
業
活
動
の
停
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
場
合
に
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
。
休
業
後
に

事
業
活
動
を
再
開
す
る
意
思

が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
1

日
1
万
円
、
25
日
を
上
限
に

付
す
る
も
の
で
、
令
和
5
年

度
の
実
績
は
6
件
。

介
護
給
付
費
負
担
金
に
つ
い
て

県
負
担
金
の
み
が
償
還

金
と
し
て
上
が
っ
て
い
る
が
、

国
の
負
担
金
か
ら
の
超
過
分

は
ど
の
よ
う
か
。

介
護
給
付
費
負
担
金
は
、

全
額
第
1
号
被
保
険
者
が
納

め
る
保
険
料
を
財
源
と
す
る

市
町
村
特
別
給
付
を
除
く
保

険
給
付
費
に
対
し
て
、
公
費

負
担
分
と
し
て
国
と
県
の
負

担
割
合
を
掛
け
て
算
出
。
令

和
5
年
度
決
算
額
に
対
す
る

精
算
分
と
し
て
、
国
の
負
担

金
は
、
歳
出
で
4
1
9
万
6

千
円
の
返
還
を
計
上
。
こ
れ

は
年
度
の
初
め
に
、
令
和
3

年
度
の
実
績
額
に
過
年
度
の

伸
び
率
を
掛
け
て
、
国
か
ら

示
さ
れ
る
内
示
額
に
よ
っ
て

当
初
交
付
申
請
を
行
っ
て
お

り
、
実
績
報
告
に
よ
っ
て
最

終
返
還
が
生
じ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

町
の
特
産
品
に
つ
い
て

新
農
業
法
人
の
ビ
ー
ル

を
新
た
な
特
産
品
と
し
て
広

め
る
と
あ
る
。
こ
れ
は
町
内

生
産
で
は
な
い
と
聞
く
が
、

町
の
特
産
品
と
し
て
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
進
め
方
は
。

現
在
は
町
外
の
ビ
ー
ル

工
房
で
生
産
し
て
お
り
、
フ

レ
ー
バ
ー
と
し
て
大
口
町
産

の
お
米
や
、
イ
チ
ゴ
を
使
用

し
て
い
る
。
い
ず
れ
自
社
生

産
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
る
が
、
当
面
は
人
員

の
確
保
や
、
資
金
力
を
つ
け

て
い
け
る
よ
う
取
り
組
む
。

視
察
に
つ
い
て

北
海
道
伊
達
市
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
「
だ
て
歴
史

の
杜
食
育
セ
ン
タ
ー
」
視
察

に
関
し
て
、
伊
達
市
の
取
り

組
み
の
具
体
的
評
価
は
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

は
、
2
階
の
食
育
レ
ス
ト
ラ

ン
で
軽
食
を
提
供
す
る
他
、

そ
の
日
学
校
給
食
で
提
供
さ

れ
る
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
備
え
た

機
能
を
有
す
る
給
食
セ
ン
タ

ー
で
あ
り
、
停
電
時
に
自
家

発
電
で
炊
き
出
し
を
1
日
あ

た
り
9
千
9
0
0
食
、
3
日

間
が
可
能
と
す
る
設
備
で
あ

り
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
食
数

規
模
も
本
町
と
同
規
模
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
給
食
セ
ン
タ

ー
を
中
心
と
し
た
賑
わ
い
の

創
設
や
災
害
時
食
の
提
供
の

拠
点
に
つ
い
て
、
本
町
の
給

食
セ
ン
タ
ー
の
参
考
と
し
た

い
。

令和6年度大口町一般会計補正予算（第4号） 7035万1千円　増額

提案された議案は全会一致で可決しました。　
議案 第47号
議案 第48号
議案 第49号
議案 第50号
議案 第51号
認定 第 1 号
認定 第 2 号

大口町道路線の認定について
令和6年度大口町一般会計補正予算（第5号）2億3311万3千円増額
令和6年度大口町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）2448万7千円増額
令和6年度大口町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）99万2千円増額
令和6年度大口町介護保険特別会計補正予算（第1号）782万1千円増額
令和5年度大口町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について
令和5年度大口町下水道事業会計利益剰余金の処分及び決算認定について

委員会提出議案第 2 号 大口町議会委員会条例の一部改正について
議員提出議案第 3 号

議員提出議案第 4 号
議員提出議案第 5 号

国民健康保険の国庫負担の引上げ及び財政基盤の強化を求める意見書提出
について
学校給食費の無償化を求める意見書提出について
定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充
を求める意見書提出について

令
和
6
年
度
大
口
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

令
和
5
年
度
大
口
町
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

令
和
6
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
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問□

答□□

問□答□□問□答□□

問□答□□問□答□□問□答□□

問□答□問□

答□

問□答□

臨時会・定例会で全議案可決臨時会・定例会で全議案可決

・第7回　臨時会　7月29日　1議案

提案された議案は全会一致で可決しました。
議案 第46号

・第8回　定例会　9月2日～9月25日　9議案、1同意、2認定、1報告

質疑
あれこれ

本会議及び総務建設、文教
福祉の各常任委員会での主
な質疑です。

町
税
滞
納
額
に
つ
い
て

悪
質
滞
納
者
や
高
額
滞

納
者
に
対
し
て
50
件
の
差
押

え
が
行
わ
れ
た
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
内
容
は
。

預
貯
金
を
押
さ
え
た
も

の
が
42
件
、
給
料
が
1
件
、

そ
の
他
の
債
権
が
2
件
。
な

お
、
差
押
え
後
に
自
主
返
納

が
あ
り
、
差
押
え
を
解
除
し

た
も
の
が
5
件
。

地
盤
沈
下
観
測
所
に
つ
い
て

地
盤
沈
下
観
測
所
管
理

委
託
金
に
関
し
、
こ
の
観
測

所
は
ど
こ
に
あ
り
、
誰
が
そ

の
観
測
を
し
て
い
る
か
。

観
測
所
は
、
大
口
中
学

校
に
隣
接
す
る
野
球
グ
ラ
ウ

ン
ド
駐
車
場
に
あ
り
、
地
下

1
0
8
メ
ー
ト
ル
と
27
メ
ー

ト
ル
の
2
本
の
井
戸
が
併
設

さ
れ
、
県
の
依
頼
を
受
け
て
、

町
職
員
が
月
に
2
回
の
ペ
ー

ス
で
観
測
を
し
て
い
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
に
つ
い
て

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
委
託

は
、
ど
の
施
設
の
調
査
か
。

河
北
の
学
供
で
あ
り
、

令
和
6
年
度
に
外
壁
改
修
工

事
を
計
画
。
外
壁
に
ア
ス
ベ

ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
た
場
合
、

撤
去
費
用
が
高
額
と
な
る
た

め
、
事
前
調
査
を
行
っ
た
。

懸
垂
幕
設
置
に
つ
い
て

懸
垂
幕
設
置
等
委
託
料

は
何
名
分
作
成
し
た
か
。

大
口
中
学
校
の
生
徒
が

2
人
、
高
校
生
1
人
、
大
学

生
1
人
の
計
4
人
。
そ
の
内

の
1
人
が
2
大
会
で
入
賞
し

た
の
で
、
計
5
本
を
作
成
。

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
つ
い
て

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
に

係
る
経
費
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

よ
り
多
く
の
寄
附
者
の

目
に
触
れ
る
よ
う
に
令
和
4

年
度
か
ら
掲
載
サ
イ
ト
を
増

や
し
た
た
め
歳
出
が
増
加
し

た
が
、
寄
附
金
額
も
倍
近
く

に
増
え
て
お
り
、
そ
の
効
果

は
大
き
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。

町
内
事
業
者
休
業
時
支
援
に
つ
い
て

支
援
基
準
と
支
援
内
容

は
。

町
内
の
事
業
者
が
疾
病

等
の
事
由
に
よ
り
、
事
業
所

ま
た
は
店
舗
を
休
業
す
る
等
、

事
業
活
動
の
停
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
場
合
に
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
。
休
業
後
に

事
業
活
動
を
再
開
す
る
意
思

が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
1

日
1
万
円
、
25
日
を
上
限
に

付
す
る
も
の
で
、
令
和
5
年

度
の
実
績
は
6
件
。

介
護
給
付
費
負
担
金
に
つ
い
て

県
負
担
金
の
み
が
償
還

金
と
し
て
上
が
っ
て
い
る
が
、

国
の
負
担
金
か
ら
の
超
過
分

は
ど
の
よ
う
か
。

介
護
給
付
費
負
担
金
は
、

全
額
第
1
号
被
保
険
者
が
納

め
る
保
険
料
を
財
源
と
す
る

市
町
村
特
別
給
付
を
除
く
保

険
給
付
費
に
対
し
て
、
公
費

負
担
分
と
し
て
国
と
県
の
負

担
割
合
を
掛
け
て
算
出
。
令

和
5
年
度
決
算
額
に
対
す
る

精
算
分
と
し
て
、
国
の
負
担

金
は
、
歳
出
で
4
1
9
万
6

千
円
の
返
還
を
計
上
。
こ
れ

は
年
度
の
初
め
に
、
令
和
3

年
度
の
実
績
額
に
過
年
度
の

伸
び
率
を
掛
け
て
、
国
か
ら

示
さ
れ
る
内
示
額
に
よ
っ
て

当
初
交
付
申
請
を
行
っ
て
お

り
、
実
績
報
告
に
よ
っ
て
最

終
返
還
が
生
じ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

町
の
特
産
品
に
つ
い
て

新
農
業
法
人
の
ビ
ー
ル

を
新
た
な
特
産
品
と
し
て
広

め
る
と
あ
る
。
こ
れ
は
町
内

生
産
で
は
な
い
と
聞
く
が
、

町
の
特
産
品
と
し
て
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
進
め
方
は
。

現
在
は
町
外
の
ビ
ー
ル

工
房
で
生
産
し
て
お
り
、
フ

レ
ー
バ
ー
と
し
て
大
口
町
産

の
お
米
や
、
イ
チ
ゴ
を
使
用

し
て
い
る
。
い
ず
れ
自
社
生

産
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
る
が
、
当
面
は
人
員

の
確
保
や
、
資
金
力
を
つ
け

て
い
け
る
よ
う
取
り
組
む
。

視
察
に
つ
い
て

北
海
道
伊
達
市
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
「
だ
て
歴
史

の
杜
食
育
セ
ン
タ
ー
」
視
察

に
関
し
て
、
伊
達
市
の
取
り

組
み
の
具
体
的
評
価
は
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

は
、
2
階
の
食
育
レ
ス
ト
ラ

ン
で
軽
食
を
提
供
す
る
他
、

そ
の
日
学
校
給
食
で
提
供
さ

れ
る
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
備
え
た

機
能
を
有
す
る
給
食
セ
ン
タ

ー
で
あ
り
、
停
電
時
に
自
家

発
電
で
炊
き
出
し
を
1
日
あ

た
り
9
千
9
0
0
食
、
3
日

間
が
可
能
と
す
る
設
備
で
あ

り
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
食
数

規
模
も
本
町
と
同
規
模
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
給
食
セ
ン
タ

ー
を
中
心
と
し
た
賑
わ
い
の

創
設
や
災
害
時
食
の
提
供
の

拠
点
に
つ
い
て
、
本
町
の
給

食
セ
ン
タ
ー
の
参
考
と
し
た

い
。

令和6年度大口町一般会計補正予算（第4号） 7035万1千円　増額

提案された議案は全会一致で可決しました。　
議案 第47号
議案 第48号
議案 第49号
議案 第50号
議案 第51号
認定 第 1 号
認定 第 2 号

大口町道路線の認定について
令和6年度大口町一般会計補正予算（第5号）2億3311万3千円増額
令和6年度大口町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）2448万7千円増額
令和6年度大口町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）99万2千円増額
令和6年度大口町介護保険特別会計補正予算（第1号）782万1千円増額
令和5年度大口町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について
令和5年度大口町下水道事業会計利益剰余金の処分及び決算認定について

委員会提出議案第 2 号 大口町議会委員会条例の一部改正について
議員提出議案第 3 号

議員提出議案第 4 号
議員提出議案第 5 号

国民健康保険の国庫負担の引上げ及び財政基盤の強化を求める意見書提出
について
学校給食費の無償化を求める意見書提出について
定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充
を求める意見書提出について

令
和
6
年
度
大
口
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

令
和
5
年
度
大
口
町
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

令
和
6
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
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問□答□□問□答□□

問□答□□

問□

答□

問□答□委員会及び議員提出議案　9月定例会では、委員会および議員による議案4件提出をしました

　
大
口
町
教
育
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
こ
の
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
、
第
3
条
第
2
号
か
ら
「
町

史
編
纂
室
の
所
管
に
属
す
る
事
項
」
を
削
除
。

こ
れ
は
町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
の
大
口

町
史
の
編
纂
作
業
完
了
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
意
見
書
要
約
】

　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
国
の
制
度
改
革

に
よ
り
、
財
政
運
営
の
責
任
主
体
を
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
に
移
管
し
、
愛
知
県
に
お
い

て
制
度
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
町

で
は
、
毎
年
度
保
険
税
率
を
引
き
上
げ
る
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
今
後
も
医
療
費
の
増
加
等
が
見
込
ま
れ
る

中
、
国
民
健
康
保
険
制
度
を
安
定
的
で
継
続

可
能
な
も
の
と
す
る
に
は
、
制
度
設
計
者
で

あ
る
国
の
責
任
に
お
い
て
、
国
庫
負
担
率
の

引
上
げ
と
保
険
制
度
の
財
政
基
盤
の
一
層
の

強
化
を
図
る
こ
と
を
求
め
る
。

【
意
見
書
要
約
】

　
小
学
校
に
お
い
て
は
35
人
学
級
の
計
画
的

な
整
備
な
ど
に
向
け
少
し
ず
つ
進
ん
で
は
い

る
も
の
の
、
中
学
校
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

　
ま
た
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
率
は
3
分

の
1
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
教

育
の
機
会
均
等
と
水
準
確
保
の
た
め
以
前
の

2
分
の
1
に
復
元
す
る
こ
と
は
、
国
の
大
き

な
責
任
で
あ
り
、
十
分
な
教
育
予
算
の
確
保

を
求
め
る
。

意
見
書
と
は

　
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
し

て
、
議
会
の
意
思
を
意
見
と
し
て

ま
と
め
た
文
書
の
こ
と
で
す
。

　
地
方
自
治
法
第
99
条
に
は
、「
普

通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
こ

の
普
通
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に

関
す
る
事
件
に
つ
き
意
見
書
を
国

会
又
は
関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て

お
り
、
具
体
的
に
は
、
議
員
が
発

案
し
て
本
会
議
に
は
か
り
、
議
長

名
で
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
す
。

【
意
見
書
要
約
】

　
学
校
給
食
費
は
、
自
治
体
の
決
断
や
財
政

状
況
に
よ
っ
て
の
地
域
格
差
を
生
じ
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
り
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
が
健
康
保
持
・
増

進
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
国
の
責
任
に
お
い
て
、

全
自
治
体
で
学
校
給
食
費

の
無
償
化
を
実
現
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

議案の提出
　議案には、町長が提出するものと、
委員会が提出するもの、議員が提出す
るものがあります。
　提出された議案は、本会議で内容や
提案した理由について提出者から説明
されます。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に
つ
い
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
の
結
果

を
基
に
、
今
後
の
展
開
と
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、

そ
の
評
価
は
。

新
た
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
に
対
応
し
た
店
舗
が
4

店
舗
、
決
算
金
額
の
合
計
総

額
が
9
千
3
5
0
万
と
消
費

拡
大
の
効
果
が
み
ら
れ
た
。

売
上
を
現
金
化
す
る
の
に
時

間
が
か
か
る
た
め
翌
日
の
仕

入
れ
に
苦
慮
し
た
。
ま
た
、

決
済
手
数
料
が
か
か
っ
て
利

益
が
目
減
り
し
た
こ
と
が
デ

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
あ
っ
た
。

今
後
は
中
小
事
業
者
店
舗
の

声
を
聞
き
な
が
ら
判
断
す
る
。

が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
支
援
に
つ
い
て

が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
支
援
事
業
の
申
請
者
数
の

実
績
と
そ
の
相
談
内
容
は
。

本
事
業
は
令
和
4
年
10

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
令
和

4
年
が
4
件
の
実
績
で
、
そ

の
内
訳
は
ウ
イ
ッ
グ
が
2
件

と
乳
房
補
整
具
が
2
件
、
令

和
5
年
が
9
件
の
実
績
で
、

そ
の
内
訳
は
ウ
イ
ッ
グ
が
8

件
、
乳
房
補
整
具
が
1
件
。

相
談
者
は
2
名
で
あ
り
、
1

件
は
令
和
5
年
度
乳
房
補
整

具
に
関
し
て
、
手
術
前
に
申

請
条
件
等
内
容
の
相
談
。
他

1
件
は
、
過
去
の
手
術
に
関

し
て
、
本
制
度
の
利
用
可
否

と
、
申
請
手
続
に
つ
い
て
の

相
談
で
あ
っ
た
。

介
護
給
付
費
負
担
金
の
返
還
金
に
つ
い
て

国
庫
負
担
金
、
お
よ
び

県
負
担
金
の
返
還
金
が
昨
年

度
よ
り
増
え
て
お
り
、
こ
の

こ
と
か
ら
保
険
料
が
高
く
な

り
、
過
徴
収
し
て
い
な
い
か
。

介
護
給
付
費
負
担
金
は
、

給
付
費
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ

公
費
負
担
分
と
し
て
国
・
県

の
負
担
割
合
を
か
け
て
算
出
。

今
回
給
付
の
合
計
額
は
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、
当
初
の
見

込
み
ほ
ど
給
付
が
伸
び
な
か

っ
た
、
つ
ま
り
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
あ
る
一
定
程
度
抑
制

さ
れ
た
結
果
に
よ
り
返
還
が

生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
公
費

負
担
分
と
し
て
国
・
県
・
市

町
村
が
負
担
を
し
て
い
る
分

の
精
算
で
あ
り
、
見
込
み
と

実
績
の
差
額
分
が
返
還
に
な

る
。
保
険
料
が
高
い
た
め
に

全
体
分
の
負
担
割
合
が
下
が

る
で
あ
る
と
か
、
保
険
料
を

抑
制
す
る
た
め
に
逆
に
公
費

負
担
分
を
上
げ
ら
れ
る
と
い

う
も
の
で
は
な
い
た
め
、
保

険
料
の
大
小
に
よ
っ
て
こ
の

返
還
金
に
影
響
は
な
い
と
考

え
る
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
に
つ
い
て

第
2
次
大
口
町
自
殺
対

策
計
画
に
関
し
て
、
自
殺
予

防
対
策
の
研
修
の
ひ
と
つ
で

あ
る
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養

成
講
座
の
開
催
回
数
、
参
加

人
数
の
実
績
は
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

講
座
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

は
、
令
和
2
年
の
10
月
に
健

康
推
進
員
を
対
象
に
25
名
、

令
和
3
年
の
10
月
に
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
対
象
に
38

名
、
直
近
で
、
9
月
11
日
に

健
康
推
進
員
を
対
象
に
42
名

う
ち
町
職
員
が
7
名
参
加
。

北
保
育
園
外
壁
に
つ
い
て

北
保
育
園
の
外
壁
に
関

し
て
、
腐
食
防
止
な
ど
建
物

を
も
た
せ
る
計
画
は
。

こ
ど
も
課
所
管
に
お
い

て
、
児
童
セ
ン
タ
ー
と
保
育

園
が
あ
り
、
子
ど
も
の
安
全

と
施
設
の
今
後
の
使
い
勝
手

を
考
え
、
全
体
的
に
早
期
に

修
繕
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
計

画
し
て
い
く
。

意
見
書

委
員
会
提
出
議
案
第
2
号

大
口
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案
第
3
号

国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
の
引
上
げ

及
び
財
政
基
盤
の
強
化
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案
第
4
号

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案
第
5
号

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及
び

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

い
ず
れ
も
議
員
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て

可
決
し
、
国
に
対
し
、
9
月
定
例
会
閉

会
日
の
9
月
２５
日
付
け
で
、
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
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問□答□委員会及び議員提出議案　9月定例会では、委員会および議員による議案4件提出をしました

　
大
口
町
教
育
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
こ
の
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
、
第
3
条
第
2
号
か
ら
「
町

史
編
纂
室
の
所
管
に
属
す
る
事
項
」
を
削
除
。

こ
れ
は
町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
の
大
口

町
史
の
編
纂
作
業
完
了
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
意
見
書
要
約
】

　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
国
の
制
度
改
革

に
よ
り
、
財
政
運
営
の
責
任
主
体
を
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
に
移
管
し
、
愛
知
県
に
お
い

て
制
度
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
町

で
は
、
毎
年
度
保
険
税
率
を
引
き
上
げ
る
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
今
後
も
医
療
費
の
増
加
等
が
見
込
ま
れ
る

中
、
国
民
健
康
保
険
制
度
を
安
定
的
で
継
続

可
能
な
も
の
と
す
る
に
は
、
制
度
設
計
者
で

あ
る
国
の
責
任
に
お
い
て
、
国
庫
負
担
率
の

引
上
げ
と
保
険
制
度
の
財
政
基
盤
の
一
層
の

強
化
を
図
る
こ
と
を
求
め
る
。

【
意
見
書
要
約
】

　
小
学
校
に
お
い
て
は
35
人
学
級
の
計
画
的

な
整
備
な
ど
に
向
け
少
し
ず
つ
進
ん
で
は
い

る
も
の
の
、
中
学
校
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

　
ま
た
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
率
は
3
分

の
1
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
教

育
の
機
会
均
等
と
水
準
確
保
の
た
め
以
前
の

2
分
の
1
に
復
元
す
る
こ
と
は
、
国
の
大
き

な
責
任
で
あ
り
、
十
分
な
教
育
予
算
の
確
保

を
求
め
る
。

意
見
書
と
は

　
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
し

て
、
議
会
の
意
思
を
意
見
と
し
て

ま
と
め
た
文
書
の
こ
と
で
す
。

　
地
方
自
治
法
第
99
条
に
は
、「
普

通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
こ

の
普
通
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に

関
す
る
事
件
に
つ
き
意
見
書
を
国

会
又
は
関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て

お
り
、
具
体
的
に
は
、
議
員
が
発

案
し
て
本
会
議
に
は
か
り
、
議
長

名
で
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
す
。

【
意
見
書
要
約
】

　
学
校
給
食
費
は
、
自
治
体
の
決
断
や
財
政

状
況
に
よ
っ
て
の
地
域
格
差
を
生
じ
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
り
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
が
健
康
保
持
・
増

進
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
国
の
責
任
に
お
い
て
、

全
自
治
体
で
学
校
給
食
費

の
無
償
化
を
実
現
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

議案の提出
　議案には、町長が提出するものと、
委員会が提出するもの、議員が提出す
るものがあります。
　提出された議案は、本会議で内容や
提案した理由について提出者から説明
されます。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に
つ
い
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
の
結
果

を
基
に
、
今
後
の
展
開
と
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、

そ
の
評
価
は
。

新
た
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
に
対
応
し
た
店
舗
が
4

店
舗
、
決
算
金
額
の
合
計
総

額
が
9
千
3
5
0
万
と
消
費

拡
大
の
効
果
が
み
ら
れ
た
。

売
上
を
現
金
化
す
る
の
に
時

間
が
か
か
る
た
め
翌
日
の
仕

入
れ
に
苦
慮
し
た
。
ま
た
、

決
済
手
数
料
が
か
か
っ
て
利

益
が
目
減
り
し
た
こ
と
が
デ

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
あ
っ
た
。

今
後
は
中
小
事
業
者
店
舗
の

声
を
聞
き
な
が
ら
判
断
す
る
。

が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
支
援
に
つ
い
て

が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
支
援
事
業
の
申
請
者
数
の

実
績
と
そ
の
相
談
内
容
は
。

本
事
業
は
令
和
4
年
10

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
令
和

4
年
が
4
件
の
実
績
で
、
そ

の
内
訳
は
ウ
イ
ッ
グ
が
2
件

と
乳
房
補
整
具
が
2
件
、
令

和
5
年
が
9
件
の
実
績
で
、

そ
の
内
訳
は
ウ
イ
ッ
グ
が
8

件
、
乳
房
補
整
具
が
1
件
。

相
談
者
は
2
名
で
あ
り
、
1

件
は
令
和
5
年
度
乳
房
補
整

具
に
関
し
て
、
手
術
前
に
申

請
条
件
等
内
容
の
相
談
。
他

1
件
は
、
過
去
の
手
術
に
関

し
て
、
本
制
度
の
利
用
可
否

と
、
申
請
手
続
に
つ
い
て
の

相
談
で
あ
っ
た
。

介
護
給
付
費
負
担
金
の
返
還
金
に
つ
い
て

国
庫
負
担
金
、
お
よ
び

県
負
担
金
の
返
還
金
が
昨
年

度
よ
り
増
え
て
お
り
、
こ
の

こ
と
か
ら
保
険
料
が
高
く
な

り
、
過
徴
収
し
て
い
な
い
か
。

介
護
給
付
費
負
担
金
は
、

給
付
費
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ

公
費
負
担
分
と
し
て
国
・
県

の
負
担
割
合
を
か
け
て
算
出
。

今
回
給
付
の
合
計
額
は
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、
当
初
の
見

込
み
ほ
ど
給
付
が
伸
び
な
か

っ
た
、
つ
ま
り
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
あ
る
一
定
程
度
抑
制

さ
れ
た
結
果
に
よ
り
返
還
が

生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
公
費

負
担
分
と
し
て
国
・
県
・
市

町
村
が
負
担
を
し
て
い
る
分

の
精
算
で
あ
り
、
見
込
み
と

実
績
の
差
額
分
が
返
還
に
な

る
。
保
険
料
が
高
い
た
め
に

全
体
分
の
負
担
割
合
が
下
が

る
で
あ
る
と
か
、
保
険
料
を

抑
制
す
る
た
め
に
逆
に
公
費

負
担
分
を
上
げ
ら
れ
る
と
い

う
も
の
で
は
な
い
た
め
、
保

険
料
の
大
小
に
よ
っ
て
こ
の

返
還
金
に
影
響
は
な
い
と
考

え
る
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
に
つ
い
て

第
2
次
大
口
町
自
殺
対

策
計
画
に
関
し
て
、
自
殺
予

防
対
策
の
研
修
の
ひ
と
つ
で

あ
る
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養

成
講
座
の
開
催
回
数
、
参
加

人
数
の
実
績
は
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

講
座
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

は
、
令
和
2
年
の
10
月
に
健

康
推
進
員
を
対
象
に
25
名
、

令
和
3
年
の
10
月
に
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
対
象
に
38

名
、
直
近
で
、
9
月
11
日
に

健
康
推
進
員
を
対
象
に
42
名

う
ち
町
職
員
が
7
名
参
加
。

北
保
育
園
外
壁
に
つ
い
て

北
保
育
園
の
外
壁
に
関

し
て
、
腐
食
防
止
な
ど
建
物

を
も
た
せ
る
計
画
は
。

こ
ど
も
課
所
管
に
お
い

て
、
児
童
セ
ン
タ
ー
と
保
育

園
が
あ
り
、
子
ど
も
の
安
全

と
施
設
の
今
後
の
使
い
勝
手

を
考
え
、
全
体
的
に
早
期
に

修
繕
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
計

画
し
て
い
く
。

意
見
書

委
員
会
提
出
議
案
第
2
号

大
口
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案
第
3
号

国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
の
引
上
げ

及
び
財
政
基
盤
の
強
化
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案
第
4
号

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案
第
5
号

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及
び

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

い
ず
れ
も
議
員
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て

可
決
し
、
国
に
対
し
、
9
月
定
例
会
閉

会
日
の
9
月
２５
日
付
け
で
、
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
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ま
ち
づ
く
り
部
長

仙
田

ま
ち
づ
く
り
部
長

仙
田

健
康
福
祉
部
長

仙
田

●陳 情　※陳情は、議員の紹介は不要

●請 願　※請願は、議員の紹介が必要

審
査
結
果
は
こ
ち
ら
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

☆
請
願
・
陳
情
提
出
期
限

　
請
願
・
陳
情
の
提
出
に
は

締
切
日
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
提

出
期
限
を
ご
確
認
の
上
、
役

場
3
階
議
会
事
務
局
へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

請 願・陳 情　みなさんの声を慎重審議！　議会の意思は
　要望を町・県・国に伝える方法として「請願」「陳情」があります。みずからが町議会に提出し、これに対
して議会は、採択・不採択等の意思表示をします。　

みなさんからの請願・陳情は、本会議提出後、慎重に審査するため所管の委員会に付
託・送付したのち、請願は本会議で審議を、陳情は委員会で審査をし、採決します。

①

②

③
④
⑤

採 択

趣旨採択

不 採 択
継続審査
聞き置く

…

…

…
…
…

願意が妥当で実現性もあるなどの理由から、過半数の委員が判断
したもの
願意は理解できるが実現性に乏しいときなど、採択には至らない
ものの趣旨には賛同できること
願意どおり実現すべきものと過半数の委員が判断しなかったもの
引き続き審査をする必要があると判断されるもの
聞いて心にとめるもの

一
般
質
問

説明します

結
　
果

9議員が質問

町政を問う町政を問う

一般質問とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。各議員の質問は、YouTube動画でご視聴いただけます。

YouTube
チャンネル名

「大口町議会」

大口町
ホームページ

「一般質問」

国
に
よ
る
熱
中
症
対

策
と
し
て
町
内
に
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を
指
定
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
本
町
も
6

月
1
日
よ
り
開
設
し
て
い
る

が
、
現
状
本
町
の
ど
こ
に
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
時
に
利
用

で
き
る
の
か
。

現
在

公
共
施
設
で
は
大
口
町
役
場

と
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
に
、

民
間
施
設
で
は
6
事
業
所
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
「
熱
中
症
特

別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
（
暑
さ
指

数
35
以
上
）」
が
発
表
さ
れ

た
と
き
な
ど
、
暑
さ
を
し
の

げ
る
場
所
と
し
て
一
般
に
開

放
し
、
そ
れ
以
外
で
も
、
暑

熱
を
避
け
る
た
め
の
滞
在
場

所
と
し
て
開
放
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
）
に
お
い
て
の
屋
外
施
設

で
の
注
意
喚
起
は
。

オ
ー

ク
マ
グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
棟
に

て
気
温
と
暑
さ
指
数
を
2
時

間
ご
と
に
（
8
時
〜
16
時
の

間
）
計
測
し
、
施
設
内
へ
掲

示
し
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

　
ま
た
、（
公
財
）日
本
ス
ポ

ー
ツ
協
会
発
行
の
「
熱
中
症

予
防
の
た
め
の
運
動
指
針
」

で
、
原
則
運
動
中
止
と
な
っ

て
い
る
乾
球
温
度
35
℃
以
上

か
つ
、
暑
さ
指
数
が
31
℃
以

上
の
場
合
に
、
利
用
者
が
利

用
を
取
り
や
め
た
場
合
は
、

返
金
の
対
象
と
す
る
こ
と
で

無
理
な
利
用
を
し
な
い
よ
う

促
し
て
い
る
。

熱
中
症
死
亡
数
の
約

86
%
（
令
和
4
年
度
）
は
65

歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
る
が
、

独
居
高
齢
者
等
へ
の
対
応
は
。

民
生

委
員
さ
ん
な
ど
の
見
守
り
活

動
の
際
に
、
ま
た
老
人
ク
ラ

ブ
等
の
健
康
教
育
時
に
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
用
い
て
注

意
喚
起
し
て
い
る
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
熱
中
症

仙田王一
せん だ きみかず

議員

そ
の
状
況
と
注
意
喚
起
は

そ
の
状
況
と
注
意
喚
起
は

部
長 

適
切
に
対
応
し
て
い
く

部
長 

適
切
に
対
応
し
て
い
く

一
般
質
問

R6.9定例会一般質問（仙田議員）

YouTube
動画

号 内　　容

8 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担
制度の堅持及び拡充を求める請願書

尾北地区教職員組合
執行委員長 坂倉 功一
他101名

常任委員会採択結果

全会一致により
採 　 択

提出者

号 内　　容

12

13

14

15

16

17

18

19

ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府に要求
する意見書の提出を求める陳情

母（王乖彦）が中国で不法に逮捕されている件に関する
陳情

「新型コロナワクチン健康被害の実態と次世代型コロナ
mRNAワクチン（レプリコンワクチン）の危険性に関する
周知」と「mRNAワクチン定期接種中止を求める意見書
提出」を求める陳情

私立高校生の父母負担を軽減し、学費負担の公私格差を
是正するために大口町独自の授業料助成制度の拡充を
求める陳情書

「現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見
書」の提出を求める陳情書

「介護従事者の処遇改善と確保について早急に求める意
見書」の提出を求める陳情書

「訪問介護費の引き下げ撤回と介護報酬引き下げの再
改定を早急に求める意見書」の提出を求める陳情書

議員による職員への政党機関紙の庁舎内勧誘行為の中
止を求める陳情書

名古屋市千種区
吉田 郁

東京都荒川区
張 一文

名古屋市昭和区
鈴木 香寿美

丹羽郡扶桑町
竹下 友二　他

愛知県社会保障推進協
議会 議長 森谷 光夫

愛知県社会保障推進協
議会 議長 森谷 光夫

愛知県社会保障推進協
議会 議長 森谷 光夫

自治体職員をハラスメ
ントから守る愛知県民
の会
代表 高木 健吉

常任委員会採択結果
総務建設常任委員会において

聞き置く
総務建設常任委員会において

聞き置く

文教福祉常任委員会において
不 採 択

文教福祉常任委員会において
聞き置く

文教福祉常任委員会において
不 採 択

文教福祉常任委員会において
聞き置く

文教福祉常任委員会において
聞き置く

総務建設常任委員会において
聞き置く

提出者

上程する定例会 提出期限

令和6年

令和7年

〃

〃

11月15日

2月14日

5月15日

8月15日

12月定例会

3月定例会

6月定例会

9月定例会

ページ質問事項

9

10

11

12

13

指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）と熱中症について

図書館建設について

「図書館」を知る、「大口町立図書館」を知る

大口町表彰について 他1問

町内企業における人材確保について 他1問

自殺総合対策大綱と今後の課題について 他2問

大口北防災センターの収容能力は

公共交通機関の充実は自治体の義務 他3問

公共工事の発注や施行時期の平準化について 他3問

仙田　王一　

鈴木　和江　

社本　與七　

藤田　敏英　

山闢　卓美　

佐名　かよ子

宮川　基英　

江幡　満世志

丹羽　　勉　

議員名（通告順）

開放場所
参照
▼

暑さ指数
参照
▼

リーフレット
参照
▼

運動指針運動指針

大口町HP大口町HP
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田
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く
り
部
長

仙
田

健
康
福
祉
部
長

仙
田

●陳 情　※陳情は、議員の紹介は不要

●請 願　※請願は、議員の紹介が必要

審
査
結
果
は
こ
ち
ら
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

☆
請
願
・
陳
情
提
出
期
限

　
請
願
・
陳
情
の
提
出
に
は

締
切
日
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
提

出
期
限
を
ご
確
認
の
上
、
役

場
3
階
議
会
事
務
局
へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

請 願・陳 情　みなさんの声を慎重審議！　議会の意思は
　要望を町・県・国に伝える方法として「請願」「陳情」があります。みずからが町議会に提出し、これに対
して議会は、採択・不採択等の意思表示をします。　

みなさんからの請願・陳情は、本会議提出後、慎重に審査するため所管の委員会に付
託・送付したのち、請願は本会議で審議を、陳情は委員会で審査をし、採決します。
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⑤
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不 採 択
継続審査
聞き置く

…

…

…
…
…

願意が妥当で実現性もあるなどの理由から、過半数の委員が判断
したもの
願意は理解できるが実現性に乏しいときなど、採択には至らない
ものの趣旨には賛同できること
願意どおり実現すべきものと過半数の委員が判断しなかったもの
引き続き審査をする必要があると判断されるもの
聞いて心にとめるもの

一
般
質
問

説明します

結
　
果

9議員が質問

町政を問う町政を問う

一般質問とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。各議員の質問は、YouTube動画でご視聴いただけます。

YouTube
チャンネル名

「大口町議会」

大口町
ホームページ

「一般質問」

国
に
よ
る
熱
中
症
対

策
と
し
て
町
内
に
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を
指
定
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
本
町
も
6

月
1
日
よ
り
開
設
し
て
い
る

が
、
現
状
本
町
の
ど
こ
に
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
時
に
利
用

で
き
る
の
か
。

現
在

公
共
施
設
で
は
大
口
町
役
場

と
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
に
、

民
間
施
設
で
は
6
事
業
所
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
「
熱
中
症
特

別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
（
暑
さ
指

数
35
以
上
）」
が
発
表
さ
れ

た
と
き
な
ど
、
暑
さ
を
し
の

げ
る
場
所
と
し
て
一
般
に
開

放
し
、
そ
れ
以
外
で
も
、
暑

熱
を
避
け
る
た
め
の
滞
在
場

所
と
し
て
開
放
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
）
に
お
い
て
の
屋
外
施
設

で
の
注
意
喚
起
は
。

オ
ー

ク
マ
グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
棟
に

て
気
温
と
暑
さ
指
数
を
2
時

間
ご
と
に
（
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時
〜
16
時
の

間
）
計
測
し
、
施
設
内
へ
掲

示
し
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

　
ま
た
、（
公
財
）日
本
ス
ポ

ー
ツ
協
会
発
行
の
「
熱
中
症

予
防
の
た
め
の
運
動
指
針
」

で
、
原
則
運
動
中
止
と
な
っ

て
い
る
乾
球
温
度
35
℃
以
上

か
つ
、
暑
さ
指
数
が
31
℃
以

上
の
場
合
に
、
利
用
者
が
利

用
を
取
り
や
め
た
場
合
は
、

返
金
の
対
象
と
す
る
こ
と
で

無
理
な
利
用
を
し
な
い
よ
う

促
し
て
い
る
。

熱
中
症
死
亡
数
の
約

86
%
（
令
和
4
年
度
）
は
65

歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
る
が
、

独
居
高
齢
者
等
へ
の
対
応
は
。

民
生

委
員
さ
ん
な
ど
の
見
守
り
活

動
の
際
に
、
ま
た
老
人
ク
ラ

ブ
等
の
健
康
教
育
時
に
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
用
い
て
注

意
喚
起
し
て
い
る
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
熱
中
症

仙田王一
せん だ きみかず

議員

そ
の
状
況
と
注
意
喚
起
は

そ
の
状
況
と
注
意
喚
起
は

部
長 

適
切
に
対
応
し
て
い
く

部
長 

適
切
に
対
応
し
て
い
く

一
般
質
問

R6.9定例会一般質問（仙田議員）

YouTube
動画

号 内　　容

8 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担
制度の堅持及び拡充を求める請願書

尾北地区教職員組合
執行委員長 坂倉 功一
他101名

常任委員会採択結果

全会一致により
採 　 択

提出者

号 内　　容

12

13

14

15

16

17

18

19

ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府に要求
する意見書の提出を求める陳情

母（王乖彦）が中国で不法に逮捕されている件に関する
陳情

「新型コロナワクチン健康被害の実態と次世代型コロナ
mRNAワクチン（レプリコンワクチン）の危険性に関する
周知」と「mRNAワクチン定期接種中止を求める意見書
提出」を求める陳情

私立高校生の父母負担を軽減し、学費負担の公私格差を
是正するために大口町独自の授業料助成制度の拡充を
求める陳情書

「現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見
書」の提出を求める陳情書

「介護従事者の処遇改善と確保について早急に求める意
見書」の提出を求める陳情書

「訪問介護費の引き下げ撤回と介護報酬引き下げの再
改定を早急に求める意見書」の提出を求める陳情書

議員による職員への政党機関紙の庁舎内勧誘行為の中
止を求める陳情書

名古屋市千種区
吉田 郁

東京都荒川区
張 一文

名古屋市昭和区
鈴木 香寿美

丹羽郡扶桑町
竹下 友二　他

愛知県社会保障推進協
議会 議長 森谷 光夫

愛知県社会保障推進協
議会 議長 森谷 光夫

愛知県社会保障推進協
議会 議長 森谷 光夫

自治体職員をハラスメ
ントから守る愛知県民
の会
代表 高木 健吉

常任委員会採択結果
総務建設常任委員会において

聞き置く
総務建設常任委員会において

聞き置く

文教福祉常任委員会において
不 採 択

文教福祉常任委員会において
聞き置く

文教福祉常任委員会において
不 採 択

文教福祉常任委員会において
聞き置く

文教福祉常任委員会において
聞き置く

総務建設常任委員会において
聞き置く

提出者

上程する定例会 提出期限

令和6年

令和7年

〃

〃

11月15日

2月14日

5月15日

8月15日

12月定例会

3月定例会

6月定例会

9月定例会

ページ質問事項

9

10

11

12

13

指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）と熱中症について

図書館建設について

「図書館」を知る、「大口町立図書館」を知る

大口町表彰について 他1問

町内企業における人材確保について 他1問

自殺総合対策大綱と今後の課題について 他2問

大口北防災センターの収容能力は

公共交通機関の充実は自治体の義務 他3問

公共工事の発注や施行時期の平準化について 他3問

仙田　王一　

鈴木　和江　

社本　與七　

藤田　敏英　

山闢　卓美　

佐名　かよ子

宮川　基英　

江幡　満世志

丹羽　　勉　

議員名（通告順）

開放場所
参照
▼

暑さ指数
参照
▼

リーフレット
参照
▼

運動指針運動指針

大口町HP大口町HP
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生
涯
教
育
部
長

鈴
木

生
涯
教
育
部
長

鈴
木

生
涯
教
育
部
長

鈴
木

ま
ち
づ
く
り
部
長

社
本

社
本

生
涯
教
育
部
長

総

務

部

長

藤
田

総

務

部

長

藤
田

ま
ち
づ
く
り
部
長

山
闢

ま
ち
づ
く
り
部
長

山
闢

ま
ち
づ
く
り
部
長

山
闢

ま
ち
づ
く
り
部
長

山
闢

本
町
の
図
書
館
は
、

今
年
度
か
ら
公
共
施
設
の
み

な
ら
ず
民
間
に
も
義
務
に
な

っ
た
障
害
者
差
別
解
消
法
に

対
応
で
き
て
い
る
か
。

車
い

す
の
来
館
者
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
館
内
の
段
差
も

解
消
し
て
通
れ
な
い
箇
所
は

現
在
な
い
状
態
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
3
階
の
ト
イ
レ

は
車
い
す
に
対
応
し
て
い
な

い
た
め
に
、
1
階
の
障
が
い

者
用
ト
イ
レ
を
使
用
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
案
内
し
て
い

る
。

施
設
の
面
積
に
限
界

が
あ
る
た
め
、
「
空
間
的
余

裕
」
が
あ
ま
り
に
も
欠
如
し
、

利
用
者
が
、
安
心
か
つ
快
適

に
利
用
す
る
た
め
の
広
さ
が

足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

中
央

公
民
館
耐
震
工
事
の
際
に
、

「
ひ
よ
こ
ル
ー
ム
」
を
増
設
し

て
い
る
。
ま
た
、
空
間
的
余

裕
を
作
る
た
め
に
、
レ
イ
ア

ウ
ト
の
変
更
を
重
ね
て
い
る
。

　
図
書
館
シ
ス
テ
ム
更
新
の

際
に
は
利
用
者
が
快
適
に
使

用
で
き
る
よ
う
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
で
き
る
こ
と
を
増

や
し
、
来
館
し
な
く
て
も
で

き
る
貸
し
出
し
延
長
機
能
等

と
合
わ
せ
て
セ
ル
フ
貸
出
機

も
導
入
し
た
。

　
使
い
や
す
い
よ
う
配
置
換

え
を
何
度
か
行
い
、
利
用
者

が
安
心
で
き
る
空
間
を
作
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
う
。

高
齢
者
の
居
場
所

づ
く
り
が
大
い
に
期
待
さ
れ

る
図
書
館
。
若
い
世
代
の
た

め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

の
整
っ
た
学
習
ス
ペ
ー
ス
を

提
供
す
る
必
要
も
あ
り
、
新

し
い
図
書
館
建
設
の
必
要
性

を
感
じ
る
が
、
い
か
が
か
。

図
書

館
は
中
央
公
民
館
3
階
に
位

置
し
て
い
る
が
駐
車
場
が
十

分
確
保
で
き
て
い
る
の
で
比

較
的
多
く
の
人
が
利
用
し
て

い
る
。
高
齢
者
の
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
は
　
役
割
の
大

き
い
「
憩
い
の
四
季
」
が
あ

り
、
食
事
、
お
風
呂
も
利
用

で
き
る
。
今
年
度
は
、
3
階

図
書
館
に
も
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境

を
整
え
て
い
く
予
定
。

　
今
後
も
よ
り
多
く
の
声
に

応
え
、
日
々
よ
り
良
い
図
書

館
運
営
を
目
指
し
て
い
く
。

図
書
館
の
建
設
が
必
要
！

鈴木和江
すず き かず え

議員

新
し
い
図
書
館
の
建
設
が
必
要
だ
と
思
う

新
し
い
図
書
館
の
建
設
が
必
要
だ
と
思
う

部
長 

よ
り
良
い
図
書
館
運
営
を
目
指
す

部
長 

よ
り
良
い
図
書
館
運
営
を
目
指
す

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
枠

が
か
な
り
空
い
て
い
る
。
制

度
を
知
ら
な
い
企
業
も
多
く

あ
る
と
思
う
。
企
業
支
援
課

と
連
携
し
て
、
新
し
い
ス
ポ

ン
サ
ー
の
獲
得
を
目
指
し
た

ら
ど
う
か
。

企
業

支
援
課
で
は
、
例
年
商
工
業

に
関
す
る
実
態
調
査
を
実
施

し
て
お
り
町
内
企
業
に
対
し

郵
送
で
調
査
票
を
配
布
し
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
機
会
を

と
ら
え
、
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

制
度
の
案
内
チ
ラ
シ
を
同
封

し
周
知
を
図
る
こ
と
は
で
き

る
。
ま
た
、
地
域
貢
献
に
意

欲
の
あ
る
企
業
も
あ
る
の
で

そ
れ
ら
の
企
業
に
は
積
極
的

に
P
R
し
た
い
と
思
う
。

「
読
書
通
帳
」
を
持

つ
利
用
者
の
「
お
声
」
は
。

読
書

通
帳
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

の
声
で
は
な
い
が
、
令
和
5

年
度
か
ら
子
ど
も
向
け
に
本

を
借
り
る
ご
と
に
1
回
ス
タ

ン
プ
を
押
す
「
ど
く
し
ょ
ス

タ
ン
プ
カ
ー
ド
」
を
始
め
た
。

最
近
で
は
そ
ち
ら
が
大
変
好

評
で
、
ス
タ
ン
プ
20
個
で
満

杯
と
な
る
が
、
年
間
ス
タ
ン

プ
カ
ー
ド
満
了
者
が
89
名
い

た
。
小
学
生
以
下
の
利
用
者

も
5
0
0
名
以
上
増
や
す
こ

と
が
で
き
た
。

「
大
口
町
立
図
書
館
」
を
知
る

社本與七
しゃ もと よ ひち

議員

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
枠
が
空
い
て
い
る
が

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
枠
が
空
い
て
い
る
が

部
長 

他
課
と
の
連
携
で
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
る

部
長 

他
課
と
の
連
携
で
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
る

毎
年
表
彰
さ
れ
た
方

の
功
績
は
、
町
内
全
域
に
わ

た
る
活
動
実
績
が
評
価
さ
れ

て
い
る
。

　
わ
た
し
た
ち
が
住
む
地
域

に
も
、
小
さ
な
活
動
域
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
十
数
年

に
及
ぶ
活
動
は
地
域
に
根
づ

き
、
今
で
は
特
別
な
も
の
で

は
な
く
、
日
常
生
活
に
溶
け

込
み
、
地
域
を
『
縁
の
下
で

支
え
て
く
れ
て
い
る
』
皆
さ

ん
が
い
る
。
地
道
な
努
力
の

継
続
は
、
と
て
も
あ
り
が
た

い
存
在
で
あ
り
、
日
頃
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
、
栄
え
あ
る
大

口
町
表
彰
式
に
お
い
て
、
こ

の
労
に
報
い
た
い
が
、
い
か

が
か
。

地
域

の
皆
様
に
は
、
様
々
な
形
で
、

地
元
に
根
づ
い
た
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後

は
、
表
彰
対
象
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
本
来
の
表

彰
の
趣
旨
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

地
域
に
根
ざ
し
た
皆

さ
ん
の
活
動
を
、
表
彰
と
い

う
形
で
、
労
を
ね
ぎ
ら
う
こ

と
で
、『
や
り
が
い
人
口
』が

増
え
、
お
の
ず
と
『
共
助
』

の
輪
が
広
が
り
、『
公
助
』に

大
き
く
頼
ら
な
い
、
ま
ち
、

地
域
創
り
の
一
歩
に
な
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

長
年
、

地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
皆

様
の
活
躍
を
、
表
彰
を
通
じ

て
多
く
の
皆
様
に
お
伝
え
し
、

こ
れ
ま
で
の
尽
力
を
称
え
、

賞
す
る
こ
と
は
、
わ
た
く
し

共
の
で
き
る
数
少
な
い
機
会

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
後
は
制
度
を
整
え
町
民

の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
も

寄
り
添
っ
た
表
彰
式
と
な
る

よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

大
口
町
表
彰
の
門
戸
拡
大
に
つ
い
て

藤田敏英
ふじ た とし ひで

議員

地
域
に
特
化
し
た
活
動
で
も
表
彰
対
象
に

地
域
に
特
化
し
た
活
動
で
も
表
彰
対
象
に

部
長 

地
域
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
い
く

部
長 

地
域
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
い
く

現
在
の
人
材
不
足
の

課
題
に
お
い
て
、
行
政
が
行

う
施
策
で
補
強
す
べ
き
課
題

は
。

町
が

人
材
確
保
に
関
す
る
施
策
を

検
討
す
る
際
に
は
、
町
内
企

業
の
声
を
十
分
に
聴
き
、
制

度
を
利
用
さ
れ
る
町
内
企
業

が
有
用
な
施
策
と
し
て
認
識

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討

を
す
す
め
る
べ
き
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

本
年
4
月
に
愛
知
県

が
中
小
企
業
の
人
材
確
保
施

策
と
し
て
、
奨
学
金
返
還
支

援
事
業
補
助
制
度
を
始
め
た
。

本
町
と
扶
桑
町
の
参
加
企
業

数
は
。

県
制

度
の
登
録
状
況
は
、
現
在
本

町
と
扶
桑
町
の
登
録
企
業
は

ゼ
ロ
件
と
な
っ
て
い
る
。

県
制
度
に
つ
い
て
本

町
の
町
内
企
業
へ
の
人
材
確

保
施
策
と
し
て
の
今
後
の
取

り
組
み
は
。

本
町

の
取
組
に
加
え
、
国
や
県
が

実
施
す
る
補
助
金
制
度
や
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
の
情
報

を
、
企
業
紹
介
サ
イ
ト
「
Ｏ

Ｇ
Ｃ
ナ
ビ
」
の
登
録
企
業
に

対
し
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の

よ
う
な
形
で
積
極
的
に
情
報

を
発
信
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
お
り
、
そ
の
中
で
こ
の
度

の
県
制
度
も
積
極
的
に
周
知

し
て
い
く
。

本
町
は
企
業
誘
致
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
が
、

昨
年
よ
り
大
企
業
か
ら
も
優

秀
な
人
材
の
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
と
い
う
声
が
私
に
届

い
て
い
る
。
県
補
助
制
度
と

は
別
に
本
町
独
自
の
施
策
と

し
て
、
大
企
業
に
も
同
様
の

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
を
設

け
る
考
え
は
。

県
補

助
制
度
を
知
ら
な
い
中
小
企

業
も
多
く
あ
り
、
ま
ず
は
こ

の
制
度
の
周
知
を
図
り
、
活

用
い
た
だ
く
こ
と
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
現

時
点
で
は
大
企
業
を
対
象
と

し
た
、
県
制
度
と
同
様
の
本

町
独
自
の
支
援
制
度
を
施
策

と
し
て
設
け
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

町
内
企
業
に
お
け
る
人
材
確
保

山闢卓美
やまさき たく み

議員

県
補
助
制
度
の
本
町
参
加
企
業
数
は

県
補
助
制
度
の
本
町
参
加
企
業
数
は

部
長 

本
町
と
扶
桑
町
で
の
登
録
企
業
は
ゼ
ロ

部
長 

本
町
と
扶
桑
町
で
の
登
録
企
業
は
ゼ
ロ

雑誌スポンサーコーナー

大口町HPからダウンロードして使用可

一
般
質
問

一
般
質
問

R6.9定例会一般質問（山闢議員）

YouTube
動画

R6.9定例会一般質問（藤田議員）

YouTube
動画

R6.9定例会一般質問（社本議員）

YouTube
動画

R6.9定例会一般質問（鈴木議員）

YouTube
動画
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生
涯
教
育
部
長

鈴
木

生
涯
教
育
部
長

鈴
木

生
涯
教
育
部
長

鈴
木

ま
ち
づ
く
り
部
長

社
本

社
本

生
涯
教
育
部
長

総

務

部

長

藤
田

総

務

部

長

藤
田

ま
ち
づ
く
り
部
長

山
闢

ま
ち
づ
く
り
部
長

山
闢

ま
ち
づ
く
り
部
長

山
闢

ま
ち
づ
く
り
部
長

山
闢

本
町
の
図
書
館
は
、

今
年
度
か
ら
公
共
施
設
の
み

な
ら
ず
民
間
に
も
義
務
に
な

っ
た
障
害
者
差
別
解
消
法
に

対
応
で
き
て
い
る
か
。

車
い

す
の
来
館
者
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
館
内
の
段
差
も

解
消
し
て
通
れ
な
い
箇
所
は

現
在
な
い
状
態
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
3
階
の
ト
イ
レ

は
車
い
す
に
対
応
し
て
い
な

い
た
め
に
、
1
階
の
障
が
い

者
用
ト
イ
レ
を
使
用
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
案
内
し
て
い

る
。

施
設
の
面
積
に
限
界

が
あ
る
た
め
、
「
空
間
的
余

裕
」
が
あ
ま
り
に
も
欠
如
し
、

利
用
者
が
、
安
心
か
つ
快
適

に
利
用
す
る
た
め
の
広
さ
が

足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

中
央

公
民
館
耐
震
工
事
の
際
に
、

「
ひ
よ
こ
ル
ー
ム
」
を
増
設
し

て
い
る
。
ま
た
、
空
間
的
余

裕
を
作
る
た
め
に
、
レ
イ
ア

ウ
ト
の
変
更
を
重
ね
て
い
る
。

　
図
書
館
シ
ス
テ
ム
更
新
の

際
に
は
利
用
者
が
快
適
に
使

用
で
き
る
よ
う
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
で
き
る
こ
と
を
増

や
し
、
来
館
し
な
く
て
も
で

き
る
貸
し
出
し
延
長
機
能
等

と
合
わ
せ
て
セ
ル
フ
貸
出
機

も
導
入
し
た
。

　
使
い
や
す
い
よ
う
配
置
換

え
を
何
度
か
行
い
、
利
用
者

が
安
心
で
き
る
空
間
を
作
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
う
。

高
齢
者
の
居
場
所

づ
く
り
が
大
い
に
期
待
さ
れ

る
図
書
館
。
若
い
世
代
の
た

め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

の
整
っ
た
学
習
ス
ペ
ー
ス
を

提
供
す
る
必
要
も
あ
り
、
新

し
い
図
書
館
建
設
の
必
要
性

を
感
じ
る
が
、
い
か
が
か
。

図
書

館
は
中
央
公
民
館
3
階
に
位

置
し
て
い
る
が
駐
車
場
が
十

分
確
保
で
き
て
い
る
の
で
比

較
的
多
く
の
人
が
利
用
し
て

い
る
。
高
齢
者
の
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
は
　
役
割
の
大

き
い
「
憩
い
の
四
季
」
が
あ

り
、
食
事
、
お
風
呂
も
利
用

で
き
る
。
今
年
度
は
、
3
階

図
書
館
に
も
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境

を
整
え
て
い
く
予
定
。

　
今
後
も
よ
り
多
く
の
声
に

応
え
、
日
々
よ
り
良
い
図
書

館
運
営
を
目
指
し
て
い
く
。

図
書
館
の
建
設
が
必
要
！

鈴木和江
すず き かず え

議員

新
し
い
図
書
館
の
建
設
が
必
要
だ
と
思
う

新
し
い
図
書
館
の
建
設
が
必
要
だ
と
思
う

部
長 

よ
り
良
い
図
書
館
運
営
を
目
指
す

部
長 

よ
り
良
い
図
書
館
運
営
を
目
指
す

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
枠

が
か
な
り
空
い
て
い
る
。
制

度
を
知
ら
な
い
企
業
も
多
く

あ
る
と
思
う
。
企
業
支
援
課

と
連
携
し
て
、
新
し
い
ス
ポ

ン
サ
ー
の
獲
得
を
目
指
し
た

ら
ど
う
か
。

企
業

支
援
課
で
は
、
例
年
商
工
業

に
関
す
る
実
態
調
査
を
実
施

し
て
お
り
町
内
企
業
に
対
し

郵
送
で
調
査
票
を
配
布
し
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
機
会
を

と
ら
え
、
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

制
度
の
案
内
チ
ラ
シ
を
同
封

し
周
知
を
図
る
こ
と
は
で
き

る
。
ま
た
、
地
域
貢
献
に
意

欲
の
あ
る
企
業
も
あ
る
の
で

そ
れ
ら
の
企
業
に
は
積
極
的

に
P
R
し
た
い
と
思
う
。

「
読
書
通
帳
」
を
持

つ
利
用
者
の
「
お
声
」
は
。

読
書

通
帳
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

の
声
で
は
な
い
が
、
令
和
5

年
度
か
ら
子
ど
も
向
け
に
本

を
借
り
る
ご
と
に
1
回
ス
タ

ン
プ
を
押
す
「
ど
く
し
ょ
ス

タ
ン
プ
カ
ー
ド
」
を
始
め
た
。

最
近
で
は
そ
ち
ら
が
大
変
好

評
で
、
ス
タ
ン
プ
20
個
で
満

杯
と
な
る
が
、
年
間
ス
タ
ン

プ
カ
ー
ド
満
了
者
が
89
名
い

た
。
小
学
生
以
下
の
利
用
者

も
5
0
0
名
以
上
増
や
す
こ

と
が
で
き
た
。

「
大
口
町
立
図
書
館
」
を
知
る

社本與七
しゃ もと よ ひち

議員

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
枠
が
空
い
て
い
る
が

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
枠
が
空
い
て
い
る
が

部
長 

他
課
と
の
連
携
で
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
る

部
長 

他
課
と
の
連
携
で
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
る

毎
年
表
彰
さ
れ
た
方

の
功
績
は
、
町
内
全
域
に
わ

た
る
活
動
実
績
が
評
価
さ
れ

て
い
る
。

　
わ
た
し
た
ち
が
住
む
地
域

に
も
、
小
さ
な
活
動
域
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
十
数
年

に
及
ぶ
活
動
は
地
域
に
根
づ

き
、
今
で
は
特
別
な
も
の
で

は
な
く
、
日
常
生
活
に
溶
け

込
み
、
地
域
を
『
縁
の
下
で

支
え
て
く
れ
て
い
る
』
皆
さ

ん
が
い
る
。
地
道
な
努
力
の

継
続
は
、
と
て
も
あ
り
が
た

い
存
在
で
あ
り
、
日
頃
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
、
栄
え
あ
る
大

口
町
表
彰
式
に
お
い
て
、
こ

の
労
に
報
い
た
い
が
、
い
か

が
か
。

地
域

の
皆
様
に
は
、
様
々
な
形
で
、

地
元
に
根
づ
い
た
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後

は
、
表
彰
対
象
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
本
来
の
表

彰
の
趣
旨
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

地
域
に
根
ざ
し
た
皆

さ
ん
の
活
動
を
、
表
彰
と
い

う
形
で
、
労
を
ね
ぎ
ら
う
こ

と
で
、『
や
り
が
い
人
口
』が

増
え
、
お
の
ず
と
『
共
助
』

の
輪
が
広
が
り
、『
公
助
』に

大
き
く
頼
ら
な
い
、
ま
ち
、

地
域
創
り
の
一
歩
に
な
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

長
年
、

地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
皆

様
の
活
躍
を
、
表
彰
を
通
じ

て
多
く
の
皆
様
に
お
伝
え
し
、

こ
れ
ま
で
の
尽
力
を
称
え
、

賞
す
る
こ
と
は
、
わ
た
く
し

共
の
で
き
る
数
少
な
い
機
会

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
後
は
制
度
を
整
え
町
民

の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
も

寄
り
添
っ
た
表
彰
式
と
な
る

よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

大
口
町
表
彰
の
門
戸
拡
大
に
つ
い
て

藤田敏英
ふじ た とし ひで

議員

地
域
に
特
化
し
た
活
動
で
も
表
彰
対
象
に

地
域
に
特
化
し
た
活
動
で
も
表
彰
対
象
に

部
長 

地
域
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
い
く

部
長 

地
域
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
い
く

現
在
の
人
材
不
足
の

課
題
に
お
い
て
、
行
政
が
行

う
施
策
で
補
強
す
べ
き
課
題

は
。

町
が

人
材
確
保
に
関
す
る
施
策
を

検
討
す
る
際
に
は
、
町
内
企

業
の
声
を
十
分
に
聴
き
、
制

度
を
利
用
さ
れ
る
町
内
企
業

が
有
用
な
施
策
と
し
て
認
識

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討

を
す
す
め
る
べ
き
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

本
年
4
月
に
愛
知
県

が
中
小
企
業
の
人
材
確
保
施

策
と
し
て
、
奨
学
金
返
還
支

援
事
業
補
助
制
度
を
始
め
た
。

本
町
と
扶
桑
町
の
参
加
企
業

数
は
。

県
制

度
の
登
録
状
況
は
、
現
在
本

町
と
扶
桑
町
の
登
録
企
業
は

ゼ
ロ
件
と
な
っ
て
い
る
。

県
制
度
に
つ
い
て
本

町
の
町
内
企
業
へ
の
人
材
確

保
施
策
と
し
て
の
今
後
の
取

り
組
み
は
。

本
町

の
取
組
に
加
え
、
国
や
県
が

実
施
す
る
補
助
金
制
度
や
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
の
情
報

を
、
企
業
紹
介
サ
イ
ト
「
Ｏ

Ｇ
Ｃ
ナ
ビ
」
の
登
録
企
業
に

対
し
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の

よ
う
な
形
で
積
極
的
に
情
報

を
発
信
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
お
り
、
そ
の
中
で
こ
の
度

の
県
制
度
も
積
極
的
に
周
知

し
て
い
く
。

本
町
は
企
業
誘
致
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
が
、

昨
年
よ
り
大
企
業
か
ら
も
優

秀
な
人
材
の
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
と
い
う
声
が
私
に
届

い
て
い
る
。
県
補
助
制
度
と

は
別
に
本
町
独
自
の
施
策
と

し
て
、
大
企
業
に
も
同
様
の

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
を
設

け
る
考
え
は
。

県
補

助
制
度
を
知
ら
な
い
中
小
企

業
も
多
く
あ
り
、
ま
ず
は
こ

の
制
度
の
周
知
を
図
り
、
活

用
い
た
だ
く
こ
と
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
現

時
点
で
は
大
企
業
を
対
象
と

し
た
、
県
制
度
と
同
様
の
本

町
独
自
の
支
援
制
度
を
施
策

と
し
て
設
け
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

町
内
企
業
に
お
け
る
人
材
確
保

山闢卓美
やまさき たく み

議員

県
補
助
制
度
の
本
町
参
加
企
業
数
は

県
補
助
制
度
の
本
町
参
加
企
業
数
は

部
長 

本
町
と
扶
桑
町
で
の
登
録
企
業
は
ゼ
ロ

部
長 

本
町
と
扶
桑
町
で
の
登
録
企
業
は
ゼ
ロ

雑誌スポンサーコーナー

大口町HPからダウンロードして使用可

一
般
質
問

一
般
質
問

R6.9定例会一般質問（山闢議員）

YouTube
動画

R6.9定例会一般質問（藤田議員）

YouTube
動画

R6.9定例会一般質問（社本議員）

YouTube
動画

R6.9定例会一般質問（鈴木議員）

YouTube
動画
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健
康
福
祉
部
長

佐
名

健
康
福
祉
部
長

佐
名

生
涯
教
育
部
長

佐
名

地
域
協
働
部
長

宮
川

地
域
協
働
部
長

宮
川

地
域
協
働
部
長

宮
川

地
域
協
働
部
長

宮
川

地
域
協
働
部
長

江
幡

地
域
協
働
部
長

江
幡

総

務

部

長

丹
羽

総

務

部

長

丹
羽

総

務

部

長

丹
羽

自
殺
者
数
は
今
尚
年

間
2
万
人
を
超
え
る
水
準
で

あ
る
た
め
非
常
事
態
と
受
け

止
め
、
対
策
の
強
化
が
求
め

ら
れ
る
。

　
本
町
の
自
殺
予
防
対
策
の

現
状
は
。

自
殺

予
防
の
周
知
、
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
養
成
、
相
談
支
援
体

制
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

毎
年
9
月
と
3
月
は

自
殺
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

あ
る
。
自
殺
対
策
に
対
す
る

認
識
、
認
知
度
を
上
げ
る
た

め
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
は
。

ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
、
Ｈ
Ｐ
や
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
啓
発

活
動
に
努
め
、
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
講
座
に
、
地
域
住

民
や
町
職
員
も
参
加
の
機
会

を
つ
く
っ
て
い
く
。

10
代
20
代
の
死
因
の

ト
ッ
プ
は
自
殺
で
あ
る
国
は
、

先
進
7
カ
国
で
日
本
だ
け
で

あ
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

で
使
わ
れ
て
い
る
1
人
1
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
、

個
人
の
リ
ス
ク
を
把
握
す
る

Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｓ
（
ラ
ン
プ
ス
）

を
導
入
で
き
な
い
か
。

現
状

で
は
、
導
入
し
て
い
る
自
治

体
も
少
な
く
、
そ
の
効
果
に

つ
い
て
の
情
報
等
も
多
く
な

い
こ
と
も
あ
り
、
導
入
は
見

送
る
。
今
後
も
、
効
果
や
有

用
性
に
つ
い
て
の
情
報
に
注

視
し
て
い
き
た
い
。

自
殺
対
策

佐名かよ子
さ な こ

議員江幡満世志
え ばたみつ よ し

議員

宮川基英
みやがわ もとひで

議員丹羽 勉
に わ つとむ

議員

自
殺
リ
ス
ク
評
価
ツ
ー
ル
R
A
M
P
S
導
入
を

自
殺
リ
ス
ク
評
価
ツ
ー
ル
R
A
M
P
S
導
入
を

部
長 

効
果
や
有
用
性
に
つ
い
て
の
情
報
に
注
視

部
長 

効
果
や
有
用
性
に
つ
い
て
の
情
報
に
注
視

旧
北
小
学
校
の
体
育

館
だ
っ
た
施
設
を
、
「
防
災

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
改
修
す

る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

南
海

ト
ラ
フ
地
震
発
生
に
対
す
る

懸
念
や
、
近
年
の
災
害
の
激

甚
化
・
頻
発
化
を
背
景
に
、

地
域
の
指
定
緊
急
避
難
場
所

に
指
定
す
る
と
共
に
、
地
域

避
難
所
と
し
て
災
害
後
も
長

期
に
わ
た
っ
て
被
災
者
が
滞

在
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
を
目
的
に
改
修
し
た
。

「
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
」

の
よ
う
な
愛
称
や
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
を
募
集
す
る
こ

と
は
可
能
か
。

募
集

は
可
能
で
あ
る
が
、
地
域
拠

点
施
設
と
し
て
管
理
・
運
営

し
て
い
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

性
質
と
、
災
害
時
の
緊
急
避

難
所
と
し
て
の
周
知
を
徹
底

す
る
主
旨
か
ら
、
「
大
口
北

防
災
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名

称
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
て
い

き
た
い
。北

防
災
セ
ン
タ
ー
に

は
様
々
な
配
慮
が
な
さ
れ
て

い
る
と
聞
く
が
、
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る

の
か
。

ア
リ

ー
ナ
に
畳
を
敷
設
し
、
間
仕

切
り
カ
ー
テ
ン
で
分
け
ら
れ

た
区
画
ご
と
に
空
調
・
シ
ー

リ
ン
グ
フ
ァ
ン
を
設
置
し
て

い
る
。
ま
た
、
屋
外
に
は
炊

き
出
し
ス
ペ
ー
ス
等
を
設
け

る
ほ
か
、
給
電
機
能
を
有
す

る
車
両
等
か
ら
の
受
電
設
備

も
有
し
て
い
る
。

今
後
、
同
種
の
施
設

を
設
置
し
て
い
く
予
定
は
あ

る
か
。

現
時

点
で
は
、
北
防
災
セ
ン
タ
ー

の
よ
う
な
施
設
整
備
の
計
画

は
な
い
が
、
備
蓄
品
や
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
、
引
き
続
き
防

災
力
の
強
化
に
努
め
て
い
き

た
い
。

大
口
北
防
災
セ
ン
タ
ー
の
収
容
能
力
は

避
難
所
生
活
を
送
る
人
へ
の
配
慮
は

避
難
所
生
活
を
送
る
人
へ
の
配
慮
は

部
長 

長
期
滞
在
を
見
越
し
た
環
境
を
整
備

部
長 

長
期
滞
在
を
見
越
し
た
環
境
を
整
備

公
共
交
通
で
住
民
の

足
を
確
保
す
る
事
は
【
自
治

体
の
義
務
】
で
は
な
い
か
、

大
口
町
の
場
合
は
電
車
も
路

線
バ
ス
も
な
い
。
住
民
が
自

治
体
に
頼
る
の
は
当
然
の
【
権

利
】
で
あ
る
。
以
前
の
運
行

状
態
に
で
き
な
い
か
。

「
2

0
2
4
問
題
」
対
応
を
前
提

に
実
施
し
て
お
り
、
運
転
手

の
休
息
時
間
の
確
保
の
た
め
、

減
便
や
バ
ス
停
廃
止
・
ル
ー

ト
変
更
な
ど
を
行
っ
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
存
続

の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
た
い
。

補
助
金
等
を
活
用
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事

業
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

住
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
無
く
て

は
な
ら
な
い
、
暮
ら
し
の
足

と
し
て
、
本
事
業
の
維
持
・

継
続
を
基
本
に
補
助
等
を
活

用
し
た
運
営
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
共
交
通
の
充
実
は
自
治
体
の
義
務

最
低
限
、以
前
の
運
行
状
態
に
せ
よ

最
低
限
、以
前
の
運
行
状
態
に
せ
よ

部
長 

補
助
を
活
用
し
運
行
形
態
を
検
討
す
る

部
長 

補
助
を
活
用
し
運
行
形
態
を
検
討
す
る

公
共
工
事
の
発
注
者

に
は
、
施
工
時
期
の
平
準
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
本
町

の
平
準
化
状
況
は
。

施
工

時
期
の
進
捗
状
況
を
示
す
本

町
の
平
準
化
率
は
、
令
和
4

年
度
0
・
47
、
名
古
屋
市
を

除
く
県
内
53
市
町
村
中
、
平

均
値
の
26
番
目
で
あ
っ
た
。

公
共
工
事
に
お
け
る

1
年
間
の
工
事
出
来
高
で
あ

る
、
4
月
〜
6
月
の
閑
散
期
、

12
月
〜
翌
年
3
月
の
繁
忙
期

を
解
消
す
る
対
策
は
。

地
方

公
共
団
体
に
は
会
計
年
度
独

立
の
原
則
が
あ
る
た
め
、
平

準
化
に
あ
た
っ
て
は
、
発
注

体
制
や
施
工
時
期
等
の
工
夫

を
し
な
が
ら
、
債
務
負
担
行

為
や
繰
越
明
許
を
活
用
し
施

工
時
期
等
の
平
準
化
を
図
る
。

発
注
者
と
し
て
債
務

負
担
行
為
、
繰
越
明
許
の
活

用
は
。

当
初

よ
り
予
算
措
置
が
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
予
算
・
工
事
の
平

準
化
が
で
き
る
こ
と
は
、
受

注
業
者
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
積
極
的
に
活
用

し
て
い
き
た
い
。

公
共
工
事
の
発
注
・
施
工
時
期
の
平
準
化

平
準
化
に
向
け
て
の
対
策
は

平
準
化
に
向
け
て
の
対
策
は

部
長 

工
夫
し
な
が
ら
平
準
化
を
図
る

部
長 

工
夫
し
な
が
ら
平
準
化
を
図
る

北防災センター内アリーナの様子
天井にはシーリングファンが設置されている

ＲＡＭＰＳ（ランプス）とは
　タブレット端末を使って自殺リスクや
心の不調を可視化するシステム。
　子どもが心身の不調に関する11の質
問に答え、養護教諭らが回答に沿って生
徒に質問することで、自殺リスクを4段
階で表示する。

2024問題とは
　働き方改革関連法によって、
「自動車運転の業務」に対し、
年間の時間外労働時間の上限が
制限されることで発生する諸問
題の総称。

平準化とは
公共工事の平準化は施工の効率化や品質の確保を
目的とし、施工時期の平準化は年間を通じて工事
量を安定させることで、工事に従事する人々の処
遇改善や資材の効率的な活用を促進し、建設業者
の経営の健全化に寄与する。

平準化率＝
4～6月の月当たり工事平均稼働件数

　　　　　年度全体の月当たり工事平均稼働件数

一
般
質
問

一
般
質
問

R6.9定例会一般質問（丹羽議員）

YouTube
動画

Ｒ6.9定例会一般質問（江幡議員）

YouTube
動画

Ｒ6.9定例会一般質問（宮川議員）

YouTube
動画

R6.9定例会一般質問（佐名議員）

YouTube
動画

おおぐち議会だより　No.242
令和6年10月24日発行

おおぐち議会だより　No.242
令和6年10月24日発行
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健
康
福
祉
部
長

佐
名

健
康
福
祉
部
長

佐
名

生
涯
教
育
部
長

佐
名

地
域
協
働
部
長

宮
川

地
域
協
働
部
長

宮
川

地
域
協
働
部
長

宮
川

地
域
協
働
部
長

宮
川

地
域
協
働
部
長

江
幡

地
域
協
働
部
長

江
幡

総

務

部

長

丹
羽

総

務

部

長

丹
羽

総

務

部

長

丹
羽

自
殺
者
数
は
今
尚
年

間
2
万
人
を
超
え
る
水
準
で

あ
る
た
め
非
常
事
態
と
受
け

止
め
、
対
策
の
強
化
が
求
め

ら
れ
る
。

　
本
町
の
自
殺
予
防
対
策
の

現
状
は
。

自
殺

予
防
の
周
知
、
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
養
成
、
相
談
支
援
体

制
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

毎
年
9
月
と
3
月
は

自
殺
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

あ
る
。
自
殺
対
策
に
対
す
る

認
識
、
認
知
度
を
上
げ
る
た

め
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
は
。

ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
、
Ｈ
Ｐ
や
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
啓
発

活
動
に
努
め
、
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
講
座
に
、
地
域
住

民
や
町
職
員
も
参
加
の
機
会

を
つ
く
っ
て
い
く
。

10
代
20
代
の
死
因
の

ト
ッ
プ
は
自
殺
で
あ
る
国
は
、

先
進
7
カ
国
で
日
本
だ
け
で

あ
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

で
使
わ
れ
て
い
る
1
人
1
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
、

個
人
の
リ
ス
ク
を
把
握
す
る

Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｓ
（
ラ
ン
プ
ス
）

を
導
入
で
き
な
い
か
。

現
状

で
は
、
導
入
し
て
い
る
自
治

体
も
少
な
く
、
そ
の
効
果
に

つ
い
て
の
情
報
等
も
多
く
な

い
こ
と
も
あ
り
、
導
入
は
見

送
る
。
今
後
も
、
効
果
や
有

用
性
に
つ
い
て
の
情
報
に
注

視
し
て
い
き
た
い
。

自
殺
対
策

佐名かよ子
さ な こ

議員江幡満世志
え ばたみつ よ し

議員

宮川基英
みやがわ もとひで

議員丹羽 勉
に わ つとむ

議員

自
殺
リ
ス
ク
評
価
ツ
ー
ル
R
A
M
P
S
導
入
を

自
殺
リ
ス
ク
評
価
ツ
ー
ル
R
A
M
P
S
導
入
を

部
長 

効
果
や
有
用
性
に
つ
い
て
の
情
報
に
注
視

部
長 

効
果
や
有
用
性
に
つ
い
て
の
情
報
に
注
視

旧
北
小
学
校
の
体
育

館
だ
っ
た
施
設
を
、
「
防
災

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
改
修
す

る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

南
海

ト
ラ
フ
地
震
発
生
に
対
す
る

懸
念
や
、
近
年
の
災
害
の
激

甚
化
・
頻
発
化
を
背
景
に
、

地
域
の
指
定
緊
急
避
難
場
所

に
指
定
す
る
と
共
に
、
地
域

避
難
所
と
し
て
災
害
後
も
長

期
に
わ
た
っ
て
被
災
者
が
滞

在
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
を
目
的
に
改
修
し
た
。

「
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
」

の
よ
う
な
愛
称
や
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
を
募
集
す
る
こ

と
は
可
能
か
。

募
集

は
可
能
で
あ
る
が
、
地
域
拠

点
施
設
と
し
て
管
理
・
運
営

し
て
い
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

性
質
と
、
災
害
時
の
緊
急
避

難
所
と
し
て
の
周
知
を
徹
底

す
る
主
旨
か
ら
、
「
大
口
北

防
災
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名

称
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
て
い

き
た
い
。北

防
災
セ
ン
タ
ー
に

は
様
々
な
配
慮
が
な
さ
れ
て

い
る
と
聞
く
が
、
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る

の
か
。

ア
リ

ー
ナ
に
畳
を
敷
設
し
、
間
仕

切
り
カ
ー
テ
ン
で
分
け
ら
れ

た
区
画
ご
と
に
空
調
・
シ
ー

リ
ン
グ
フ
ァ
ン
を
設
置
し
て

い
る
。
ま
た
、
屋
外
に
は
炊

き
出
し
ス
ペ
ー
ス
等
を
設
け

る
ほ
か
、
給
電
機
能
を
有
す

る
車
両
等
か
ら
の
受
電
設
備

も
有
し
て
い
る
。

今
後
、
同
種
の
施
設

を
設
置
し
て
い
く
予
定
は
あ

る
か
。

現
時

点
で
は
、
北
防
災
セ
ン
タ
ー

の
よ
う
な
施
設
整
備
の
計
画

は
な
い
が
、
備
蓄
品
や
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
、
引
き
続
き
防

災
力
の
強
化
に
努
め
て
い
き

た
い
。

大
口
北
防
災
セ
ン
タ
ー
の
収
容
能
力
は

避
難
所
生
活
を
送
る
人
へ
の
配
慮
は

避
難
所
生
活
を
送
る
人
へ
の
配
慮
は

部
長 

長
期
滞
在
を
見
越
し
た
環
境
を
整
備

部
長 

長
期
滞
在
を
見
越
し
た
環
境
を
整
備

公
共
交
通
で
住
民
の

足
を
確
保
す
る
事
は
【
自
治

体
の
義
務
】
で
は
な
い
か
、

大
口
町
の
場
合
は
電
車
も
路

線
バ
ス
も
な
い
。
住
民
が
自

治
体
に
頼
る
の
は
当
然
の
【
権

利
】
で
あ
る
。
以
前
の
運
行

状
態
に
で
き
な
い
か
。

「
2

0
2
4
問
題
」
対
応
を
前
提

に
実
施
し
て
お
り
、
運
転
手

の
休
息
時
間
の
確
保
の
た
め
、

減
便
や
バ
ス
停
廃
止
・
ル
ー

ト
変
更
な
ど
を
行
っ
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
存
続

の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
た
い
。

補
助
金
等
を
活
用
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事

業
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

住
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
無
く
て

は
な
ら
な
い
、
暮
ら
し
の
足

と
し
て
、
本
事
業
の
維
持
・

継
続
を
基
本
に
補
助
等
を
活

用
し
た
運
営
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
共
交
通
の
充
実
は
自
治
体
の
義
務

最
低
限
、以
前
の
運
行
状
態
に
せ
よ

最
低
限
、以
前
の
運
行
状
態
に
せ
よ

部
長 

補
助
を
活
用
し
運
行
形
態
を
検
討
す
る

部
長 

補
助
を
活
用
し
運
行
形
態
を
検
討
す
る

公
共
工
事
の
発
注
者

に
は
、
施
工
時
期
の
平
準
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
本
町

の
平
準
化
状
況
は
。

施
工

時
期
の
進
捗
状
況
を
示
す
本

町
の
平
準
化
率
は
、
令
和
4

年
度
0
・
47
、
名
古
屋
市
を

除
く
県
内
53
市
町
村
中
、
平

均
値
の
26
番
目
で
あ
っ
た
。

公
共
工
事
に
お
け
る

1
年
間
の
工
事
出
来
高
で
あ

る
、
4
月
〜
6
月
の
閑
散
期
、

12
月
〜
翌
年
3
月
の
繁
忙
期

を
解
消
す
る
対
策
は
。

地
方

公
共
団
体
に
は
会
計
年
度
独

立
の
原
則
が
あ
る
た
め
、
平

準
化
に
あ
た
っ
て
は
、
発
注

体
制
や
施
工
時
期
等
の
工
夫

を
し
な
が
ら
、
債
務
負
担
行

為
や
繰
越
明
許
を
活
用
し
施

工
時
期
等
の
平
準
化
を
図
る
。

発
注
者
と
し
て
債
務

負
担
行
為
、
繰
越
明
許
の
活

用
は
。

当
初

よ
り
予
算
措
置
が
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
予
算
・
工
事
の
平

準
化
が
で
き
る
こ
と
は
、
受

注
業
者
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
積
極
的
に
活
用

し
て
い
き
た
い
。

公
共
工
事
の
発
注
・
施
工
時
期
の
平
準
化

平
準
化
に
向
け
て
の
対
策
は

平
準
化
に
向
け
て
の
対
策
は

部
長 

工
夫
し
な
が
ら
平
準
化
を
図
る

部
長 

工
夫
し
な
が
ら
平
準
化
を
図
る

北防災センター内アリーナの様子
天井にはシーリングファンが設置されている

ＲＡＭＰＳ（ランプス）とは
　タブレット端末を使って自殺リスクや
心の不調を可視化するシステム。
　子どもが心身の不調に関する11の質
問に答え、養護教諭らが回答に沿って生
徒に質問することで、自殺リスクを4段
階で表示する。

2024問題とは
　働き方改革関連法によって、
「自動車運転の業務」に対し、
年間の時間外労働時間の上限が
制限されることで発生する諸問
題の総称。

平準化とは
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遇改善や資材の効率的な活用を促進し、建設業者
の経営の健全化に寄与する。
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R6.9定例会一般質問（丹羽議員）

YouTube
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YouTube
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議員って何をしているの？
大口町議会の8～10月の主な活動です

議員って何をしているの？
大口町議会の8～10月の主な活動です「議員って何かはしてるとは

思うけど、何をしているのかよ
くわからない」
そのようなお声をよく聞きます。

「何を？」といわれると、一言
では説明が難しいですが、そ
の一部をお伝えできればと思
います。

起工式参列
Ｒ7.3月完成に向けて工事開始。
多くの子どもたちが楽しみに待
っています。

やろ舞い大祭セレモニー参加
開催23回を誇り、今や町を代
表する祭りとして定着。議会も
応援しています。

大口町民体育祭参加
コロナ禍以来5年ぶりの開催で、
久しぶりの地区別対抗戦の競技
もあり、老若男女問わず町民の
皆さんの笑顔が溢れました。

令和5年9月定例会にて質問令和5年9月定例会にて質問

こども家庭センターについて

酒井一平議員の質問

小口城址公園
お堀の整備事業の

現状は

宮川基英議員の質問

生物多様性の
取り組みについて

（西小ビオトープ）

山闢卓美議員の質問

令和6年4月にこども家庭センターをこども課に
設置しました。妊娠時から子ども、子育て世帯に
対して相談支援を行うことができるようになりま
した。相談については、こども家庭センター以外
にも保健センター、子育て支援センター、保育園、
児童センターで行っています。

令和6年度当初予算に小口城址公園のお堀の整備
に係る予算950万円を計上して、整備を行って
いく予定にしております。
お堀のあやめの植栽については、「愛知森とみど
り都市緑化推進事業費交付金」を活用して、2月
に大口中保育園の年長の園児の親子に参加をいた
だく予定ですすめております。

経年劣化により故障した井戸ポンプを更新した後、
西っ子里山クラブでは、組織の見直しや新規会員
募集がされ、池の漏水調査やその対処、五条川自
然塾への参画参加等、活動が活発化しています。
活動の継続に向け、事業計画や実施、周知等につ
いて従来の役割分担も検討中で、施設環境の改善
を目指し樹木の強めの剪定にも着手しました。

新たな連携が生まれてありがたく思います。
しかしせっかくの機関ですがまだまだ町民への認
知が低いので、もっと宣伝してより多くの問題を
解決していただきたいと思います。

明確に完成予定を示してほしい
です。先進的な良いものが完成
するものと楽しみにしています。

「美観と維持管理」双方を満たしていくのは簡単
ではないと思いますが、町の手腕に期待します。
子どもたちが参加しての植栽は、とても良いアイ
デアだと思います。

西っ子里山クラブの会合には地元住民や地元企業に加え、学
校教育課からもご参加いただき、小学校敷地内にあるがため
の運用上の課題解決に助言をいただいており、今後、西小の
シンボルとなるビオトープになることを期待しています。

子どもの権利条例　施行時期は

江幡満世志議員の質問

令和5年度には、子どもと大人のワークショップ
を各2回実施し子どもの権利に関して直接意見を
聞きました。また令和6年度には、『「あなたがつ
くる！こども条例」こども条例の前文をつくろう！』
ワークショップを開催し、今年度制定に向けて進
めています。

もっと
ガッツリ

もっと
がんばれ

にっこり がんばれ

本会議・委員会など

第7回　臨時会

西児童クラブ起工式

研修セミナー参加、行政視察

町村議会広報研修会

広聴広報常任委員会

商工会夏のフェスティバル

議会運営委員会

全員協議会

広聴広報常任委員会

議会報告会実行部会

第8回　定例会

総務建設常任委員会、協議会

やろ舞い大祭

文教福祉常任委員会、協議会

全員協議会

北海道伊達市行政視察

大口中学校体育大会

大口町民体育祭

広聴広報常任委員会

豊中市社会福祉協議会行政
視察

南三陸町行政視察来庁

大口町立保育園運動会

議会報告会

総務建設常任委員会協議会

文教福祉常任委員会協議会

丹羽郡町村会議長会研修

全員協議会、議会運営委員会

大口南・北小学校運動会

伝統芸能発表会

月日

29日

1日

5日

6日

24～
25日

26日

30日

2～
25日

13日

14日

18日

27日

2～
3日

5日

6日

7日

8日

9日

12日

15日

16日

21日

25日

26日

27日

7月

8月

9月

10月

内容（特記事項）

来賓

研修セミナー「議会におけるＤＸ推進」
渋谷区議会視察「議会のデジタル化と新
庁舎について」　　　（議会運営委員会）

議会報告会内容検討

来賓　参加

第8回定例会の進行,一般質問,請願・陳情

議会だより242号内容検討

議案審議ほか ⇒Ｐ.2～13 参照

委員会付託議案審議,陳情の審査

来賓

委員会付託議案審議,請願・陳情の審査

給食センター事業視察

来賓

来賓　参加

議会だより242号校正

豊中あぐり事業視察
（文教福祉常任委員会）

視察受け入れ（議会運営委員会）

来賓

議会報告、防災講座、座談会

来賓

来賓

①

②

③

①

②

③

あれからあれからどどううななったった？？あれからあれからどどううななったった？？あれからどうなった？

11年前の一般質問年前の一般質問��その後をその後を11年前の一般質問年前の一般質問��その後をその後を1年前の一般質問�その後を

追跡追跡!!!!追跡追跡!!!!追跡!!

回答を受けて 回答を受けて

質問者の満足度 質問者の満足度

質問者の満足度 質問者の満足度

回答を受けて 回答を受けて
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令和6年10月24日発行
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特集　令和5年度決算
質疑あれこれ
委員会及び議員提出議案
請願・陳情
町政を問う　一般質問
追跡　あれからどうなった？
議員って何をしているの？

目　　次
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4～6
7
8

9～13
14
15

議会だより議会だより議会だより

会議録が閲覧できます
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

12月定例会予定
11月29日（金） 開会・提案説明
12月 3日（火） 一般質問

4日（水） 一般質問
6日（金） 議案質疑
9日（月） 議案質疑・委員会付託

11日（水） 総務建設常任委員会
13日（金） 文教福祉常任委員会
19日（木） 討論・採決・閉会

※日程は、変更になる場合があります。
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　役場南ひろばのミストポールは、利用する方々に「一時の
清涼感」を得ていただこうとの想いから、議会の提案で設置
することになりました。
　利用者からは、「ミストを浴びて、心も体もリフレッシュ
できます。作ってくれてありがとうございます。」と、喜び
の声をいただきました。

【今月の表紙】

まちかどインタビューまちかどインタビュー
　まちかどインタビューでは、毎号、住民の方から「大口町に期待すること」について、その思い（ま
たは理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議会活動の参考にいたします。

　他の校区の子たちとも、友だちになれるよう
なイベントを、もっとたくさん開いてほしいです。

（大口北小　6・5・4年生のみなさん）

役場南ひろばは、とても綺麗で、ミストもター
タントラックもあり、自慢のできる施設です。
汗をかくので飲み物の自販機が近くにあると、
なおうれしいです。

（白瀬さん　垣田地区）（天野さん　下小口出身）

～大口町に期待することは？～

▲役場南ひろばの
　ミストポール
　（関連記事P.16）

▲役場南ひろばの
　ミストポール
　（関連記事P.16）
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議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

寄付行為の禁止
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